
学校教育目標 「学ぶ楽しさ 生きる喜び 瞳かがやく浅小っ子」
～特認校「失敗こそ成長のエンジンだ！」～

合い言葉「浅内小は家族」

文責：校長 三洲 龍太

５月 15 日（水）に児童会総会が行われました。運動会が終わった直後の総会でしたが、５・６年
を中心に準備を進めるとともに、議長団が中心となって円滑な会の進行をしていました。

はじめに、各委員会委員長が、活動内容の説明

をし、それについて全校から質疑応答がありまし

た。ほとんどが各委員会への要望でしたが、中に

は、日常における活動に対して感謝の気持ちを伝

えていた児童もおり、ほのぼのする時間となりま

した。

次に、６年生が考えたテーマ「全校のみんなが

安全に気持ちよく生活するために、どのように体

育館を使うとよいか」について全校で話し合いま

した。休み時間に遊ぶことが大好きな浅小っ子は、

全員が本テーマを自分事として捉え、以下のよう

な意見が出されました

・ボールが片付けられていないことがある。きちんと戻すべき。

・バドミントンやドッジボールを行っている場所で鬼ごっこをしている人がいて危ない。

・体育館から教室に戻るとき、走っている人がいる。

・器具室の中やステージの上で遊んでいる人がいたら注意したらどうか。

多様な意見が出た中、６年生の中から「器具室の中で遊ばないようにすることはすぐにできるので

はないか。」という呼びかけがあり、頼もしく思いました。また、今日の話合いはどのようにまとめ

るのだろうと見守っていたところ、議長を努めた６年芹田紗弥香さんが、「皆さんから出された意見

を基に、６年生が遊びのルールをつくって全校に提案する。」と話してくれたことも嬉しかったです。

まさに、教師から言われて動くのではなく、自分たちで学校を動かそうとする表れだと思いました。
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先ほど紹介した児童会総会の前に、浅内小

応援隊の方々と顔合わせ会を行いました。「浅

内小応援隊」とは、本の読み聞かせやクラブ

活動（茶道、生け花、調理、手芸、昔遊び等）

において、ゲストティーチャーとして、子ど

もたちに指導してくださる他に、学習活動を

支えてくださったり、登校の見守りをしてく

ださったりする方々です。応援隊の方々との

触れ合いを通して、体験的な学びを広げ、子

どもたちがふるさとのよさに気付くとともに、自ら社会に貢献する態度を養うことをねらいとしてい

ます。今年度も、本校の地域学校協働活動推進員の保坂智之さんが応援隊の隊長となり、地域の方と

の触れ合いをコーディネートしてくださいます。１年間よろしくお願いいたします。

さて、今年度は、地域の方々から本校の教育活動に協力してもらうだけでなく、浅小ロケット団と

して、子どもたちが地域のために貢献できる活動をできる範囲で行っていきたいと考えています。こ

のような活動を行うことにより、子どもたちが地域の方々から感謝される体験をすることができたら、

子どもたちにとって大きな自信になるからです。今後、児童会が中心となり、自分たちがやってみた

いことを発信していきたいと思います。ぜひ、ご家庭でも、普段お世話になっている地域のために、

どんなことができるかについて話題にしていただければと思います。

の主な行事
月 日 行 事

６日（木） クラブⅠ

７日（金） 農園作業（ネギ）

12日（水） 秋田県教育委員会学校訪問

13日（木） 芸術鑑賞教室（午後）

14日（金） 新体力テスト

18日（火） 歯みがき指導（２・４年）

19日（水） プール清掃

20日（木） 全校遠足、クラブⅡ

21日（金） 読み聞かせ

26日（水） 活動委員会

27日（木） 代表委員会

・６／ 20（木）は全校遠足があります。今年は大館能代空港や北欧の杜公園に
行く予定です。この日は、全校児童が弁当持参となります。準備をよろしく

お願いいたします。

6月は遠足や農園活動、プール清掃等、様々な活動
があります。全校で力を合わせてがんばります。


